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平成３０年１２月６日

日本史 ５年 内山先生

日本史「中世の転換点を考える」
（院政 ～ 鎌倉時代 ～ 室町時代）

（「マンダラート」の方法を取り入れて）

１ 授業のポイント１

○「マンダラート」の方法を確認する

マンダラートの方法

本時の課題を解決するために、キー

ワードを見つけたり、関連事項を探し

たりしながら社会的事象を考察する方

法

○板書した手順

１ シート①を記入する（10分）

２ シート②を記入する（25分）

３ シート②でカテゴリー化したもの

＜シート①＞ をシート③にまとめる。（10分）

４ 次の時間の発表準備（５分）

本時の課題は「中世のカギとなった人

物は？」です。（左写真 真ん中参照）

平安時代の後期院政辺りから室町幕府

が応仁の乱で衰退に向かう辺りまでの間

で人物を探します。

例えば、源頼朝、北条時政、北

条泰時、後醍醐天皇、足利尊氏な

どなど・・・・・・
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２ 授業のポイント２

○シート①を記入する（10分）「中世のカギとなった人物は？」

マンダラートの方法

＜シート①＞

①シートの中央に本時の課題がある。

②本時の課題を基に、周りの８つのキ

ーワードを考える。

・５班のシート

白河上皇 源頼朝 北条泰時

・６班のシート

北条時宗 課 題 後醍醐天皇

後三条天皇 平清盛 源頼朝

足利尊氏 足利義満 足利義政

北条時政 課 題 後鳥羽上皇

シート①をグループごとに考える学習です。

本時は、中世のまとめの学習です。教科書 後醍醐天皇 足利義満 足利義政

やノート、資料集、日本史用語辞典を活用しな

がら「中世」の人物を考え

ていきます。

班によって共通する人物

もあれば異なる人物もあり

ます。

本時は、「連想」がキー

ワードにあります。キーワ

ードがイメージ作りにつな

がり、「中世」という時代

をつかまえます。
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３ 授業のポイント３

○シート②を記入する（25分）

シート① マンダラートの方法

＜シート② ＞

③＜シート①＞のキーワードと関連す

る８つのキーワードを探す。

シート② 記入前

シート② 記入の途中

シート② 記入後

真ん中のキーワードに関連するキーワード

シート① の

キーワード
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４ 授業のポイント４

○シート③にまとめる

○シート②を色別にカテゴリー化していきます マンダラートの方法

＜シート③＞

＜シート②＞に基づき関連を探し、

カテゴリー別に分ける。

○シート②で関連を考察します

シート③

○カテゴリーを考えながら記入します


